育成講師による薬物乱用防止教室講師派遣手順

１　目的
この手順は，薬物乱用防止教室講師育成及び講師派遣事業実施要領の４に
基づき，薬物乱用防止教室（以下「教室」という。）への育成講師の派遣方法を定めるとともに，教室開催結果の報告方法等を定めるものである。

２　育成講師の派遣
教室への講師派遣に当たっては，申込のあった学校等（以下「学校等」と
いう。）の所在地を管轄する薬務課又は保健所・支所（以下「担当公所」という。）が，それぞれ作成する講師名簿から，申込内容に適当な講師を選定し，派遣するものとする。

３　申込方法
　　教室の申込方法は次のとおりとする。
（１）学校等は，担当公所に対し，原則として教室実施の３週間前までに申
込書（様式１）により申込を行う。
（２）担当公所は，申込書の内容を踏まえ，講師名簿から適当な者を選定し，
当該者に電話連絡を行い，学校等が希望する教室開催日時に参加できる者のうちから講師を選任する。また，講師が必要とする機材及び資料等の確認を行う。
（３）教室の開催時間は，午前９時から午後４時までの間の概ね５０分間程
度とする。ただし，学校等からの希望があれば，担当公所と学校等との協議により，開催時間等を変更することができる。
（４）担当公所は，学校等と日程等の調整後，実施決定通知書（様式２）に
より学校等の長に通知する。なお，講師と学校等が直接日程等を調整することを妨げないが，日程等の変更があった場合に，講師は担当公所に変更後の派遣日時をあらかじめ連絡する。
（５）講師は，教室で実施する内容等について，学校等と事前に打合せを行
うなど，あらかじめ確認を得ておく。

４　教室の開催
　　講師は，学校等が準備した会場等に時間にゆとりをもって出向くとともに，担当者の指示に従う等円滑な実施を心がけるものとする。
　　担当公所は，必要に応じて講師と学校等との事前打合せ及び教室に立ち会うものとする。
　　なお，交通手段の遅延等その他やむを得ない事情が発生した場合にはその旨を電話等で直接学校等に連絡するほか，担当公所にも連絡するものとする。

５　開催結果の報告
講師は，教室の開催後すみやかに，その状況について教室開催結果表（様
式３）を作成し，ファクシミリ等で担当公所に提出するものとする。

６　開催状況の報告等
担当公所（薬務課を除く。）は，四半期毎に教室開催状況集計表（様式４
）により当該期間終了の日から１５日以内に薬務課に報告するものとする。
また，薬務課は，教室の開催状況についてホームページに適宜掲載し，薬
物乱用防止に向けた取り組みを積極的に公表することにより，教室の開催をより一層推進するものとする。
